
偽販売、偽ブランド販売への対応強化 

「詐欺ウォール」AI 検知エンジンアップデートのお知らせ 

 

ネット詐欺ゼロ社会の実現に取り組む BBSS 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社

長：本多 晋弥、以下 BBSS）は 2025 年 4 月 17 日に自社製品「詐欺ウォール」の AI 検知

エンジンのアップデート（以下、本アップデート）を実施しましたのでお知らせします。 

 

■詐欺ウォールとは 

「詐欺ウォール」とはサイトアクセスの際、瞬時に対象サイトを検査し、詐欺サイトと検

知した場合に警告画面を表示し、ネット詐欺被害から未然防止するネット詐欺専用セキュ

リティソフトです。 

「詐欺ウォール」は AI 検知エンジン、ヒューリスティック検知エンジン、ブラックリスト

検知エンジンのトリプル検知エンジンで詐欺サイトを検査し検知しています。 

 
 

昨年 10 月には、偽警告詐欺への対策強化を目的とした AI 検知エンジンのアップデートを

実施しました。今回はその第二弾として、偽販売・偽ブランド販売のカテゴリを強化し、

より高度な検知が可能となりました。本アップデートにより AI 検知エンジンでの検知数は

さらに 1.3 倍（※）に増加し、昨年 10 月のアップデートと合わせて約 2 倍に増加となる見

込みです。  

（※）アップデート前の検知数を 100 とした時の値 

 

前回のアップデート詳細はこちら 

https://www.sagiwall.jp/news/news_20241003.html 

 

 

https://www.sagiwall.jp/news/news_20241003.html


 

 

■偽販売・偽ブランド販売とは 

偽販売サイトとは、実際には商品を販売していないにも関わらず、購入手続きをさせる詐

欺サイトのことを指します。このようなサイトで購入手続きをしても、商品が発送されな

い、または粗悪品が送られてくるといった被害に遭います。また金銭や個人情報を詐取す

る目的のサイトであることが多く、詐取された情報をもとに身に覚えのない請求や要求を

される可能性があります。 

 

偽ブランド販売サイトとは、正規ブランド品を装った偽ブランド品を販売する可能性のあ

るサイトです。意図せず偽ブランド品を購入してしまうだけでなく、個人情報を詐取され

る、詐取された情報を悪用され、不正請求を受けるといったリスクも伴います。 

 

2024 年に詐欺ウォールが収集した詐欺サイト URL の 7 割以上は偽販売サイト/偽ブランド

販売サイトであり、本アップデートにより更に詐欺サイト対策が強化されます。 

 
 

■開発責任者からのコメント 

偽販売・偽ブランド販売サイトは、巧妙なデザインや破格の価格設定によって商品を注文

してしまい被害に遭うケースが多くあります。今回のアップデートでは、AI 検知エンジン

によってより多くの偽販売・偽ブランド販売サイトを効率的に検知できるようになりまし

た。 

今後も詐欺ウォールの継続的なアップデートを通じて、安全なインターネット利用を支援

してまいります。 

18%

79%

1%
1%

1%

詐欺ウォールが収集した詐欺サイトの内訳（2024年1月～12月）

フィッシング

偽販売+偽ブランド販売

ワンクリック詐欺/不当請求

偽警告サイト

その他



 

■BBSS株式会社について 

ソフトバンクのグループ会社であり、セキュリティ製品を主軸とするソフトウエアサービ

スを、ISP や携帯電話会社などの通信事業者を通じて提供しています。サービス提供のみ

ならず、フィッシング対策協議会やその他の社外団体を通して情報セキュリティに関する

啓発活動にも積極的に取り組んでいます。一般消費者のサイバー犯罪被害を減らし、より

よいインターネット利用環境を全てのユーザーに提供することで社会貢献を果たしてまい

ります。 

＜会社概要＞ 

社名 ：BBSS 株式会社 

所在地 ：東京都港区海岸 1 丁目 7 番 1 号 WeWork 東京ポートシティ竹芝 

社長 ：代表取締役社長 兼 CEO 本多 晋弥 

設立日 ：2006 年 1 月 17 日 

株主 ：SB C&S 株式会社 100％ 

事業内容：コンシューマ向けソフトウエア、および IoT サービスの企画・開発・提供、法

人向けライセンス販売 

URL ：https://www.bbss.co.jp/ 


